
 

「部材マスタから選択」画面新機能追加 

「部材マスタから選択」ダイアログに新たに【実務マニュアル付属品設定】ボタ

ンを追加しました。 

本機能を使うことで、部材に紐づく付属品情報（同上付属品率など）の保存・

復元・自動設定が可能となります。 

本機能について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実務マニュアル付属品設定 

 実務マニュアル付属品設定画面起動 

現在選択されるマスタを基に同上付属品データの保存、復元、実務マニュアルデ

ータのマスタである場合に、グループマスタを基に同上付属品率を設定することが

できます。 

付属品情報の設定を行う場合、次の手順で作業を行ってください。 

① 見積を開いて、[選択]-[部材マスタから選択]メニューを選択してください。 

「部材マスタから選択」ダイアログが表示されます。 

 

② [実務マニュアル付属品設定]ボタンを押してください。 

「実務マニュアル付属品設定」ダイアログが表示されます。 

 

 

 付属品データを保存 

現在部材マスタに設定される同上付属品＆余長係数の情報を保存する場合、以

下の手順で作業を行ってください。 



 

① 「実務マニュアル付属品設定」ダイアログで[付属品データを保存]ボタンを押

してください。 

現在選択されているマスタの同上付属品＆余長係数の情報を保存します。 

ボタンを押下するとファイル保存ダイアログが表示されます。 

ファイル名入力欄に任意のファイル名を入力して[保存]ボタンを押してくださ

い。 

 

 

 付属品データを復元 

「付属品データを保存」で保存したファイルからデータを復元する場合、以下の手

順で作業を行ってください。 

① 「実務マニュアル付属品設定」ダイアログで[付属品データ復元]ボタンを押し

てください。 

保存した付属品データを現在選択されているマスタに復元します。 

ボタンを押下するとファイルを開くダイアログが表示されます。 

適用したい付属品データファイルを選択し、「開く」ボタンを押してください。 

 

 

 注意点 
 古いマスタのデータを新しいマスタ(年度が異なる)に復元する場合、コ



 

ードの番号不一致により誤ったデータが復元される可能性があります。 
古いマスタから移行する場合、必ず移行後の付属品率を確認してください。 
※全日出版社より入手しております実務マニュアルマスタデータのコード体系

は年度によって変更されることがあるため、毎年同じ番号とは限りません。 
 
■2021 年度実務マニュアルデータ例 

 

 
■2024 年度実務マニュアルデータ例 

 
2021 年データにあった「排水用ノンタールエボキシ塗装鋼管」が無くなりコード

が変更となっている。 
この場合、コードが一致する「排水用ノンタールエボキシ塗装鋼管(ねじ接合)」
の付属品率が「ＨＩＶＰ」に適用される為注意が必要。 
 

 実務マニュアルデータを設定 

現在選択されているマスタが「実務マニュアル」である場合に、マスタに設定される

グループコードを基に付属品率を設定します。 

付属品率を設定する場合、以下の手順で作業を行ってください。 

 

① 「実務マニュアル付属品設定」ダイアログで[実務マニュアルデータを設定]ボ



 

タンを押してください。 

現在選択されているマスタにグループマスタを基に実務マニュアルデータの

付属品率を設定します。 

ボタンを押下すると実行確認ダイアログが表示されます。続けて「はい」ボタ

ンを押下するとデータ設定処理が実行されます。 

 

導入されているグループマスタが古い場合、以下のメッセージが表示されま

す。 

メッセージにしたがってグループマスタを最新に更新してください。 

 

 注意点 
「部材マスタから選択」画面で選択されているマスタに対してデータ設定が行わ

れます。 
既に付属品情報が設定されている場合、全て上書きされます。 
実務マニュアルデータの付属品率を設定する場合、最新のグループマスタが

設定されている必要があります。 
また、部材リストに付属品率が異なるデータが複数存在する場合、付属品率は

設定されません。(サイズが異なる場合に継手の率が異なるなど) 
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